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／．は じめに

　 　 Kelvin−Helmholtz （KH ）波 は 白然 界 で しば しば観 測

　 され、晴 天 乱 気 流 の 要 因 の 1 っ と考 え られ る た め、航

　 空 機 の 安 全 運 航 に大 きな影 響 を 及 ぼす。北 大 の ドッ プ

　 ラ
ー

ライ ダ
ー

で は、様 々 な 高 度に発 生 す る 上 向 き あ る

　 い は 下 向 きの KH 波 を検 出 し て い る。本 研 究 は、い く

　 つ か の 異 な る シ ア 状 況 を ラ
ー

ジ ・エ デ ィ
・シ ミ ュ レ

ー

　 シ ョ ン （LES ）に よ り数 値 実 験 し、　 KH 波 の 成 長過 程 お

　 よび そ の エ ネル ギー
の 変化 を調 べ る こ と を 目的 と す る。

2 ．数値モ デ ル の 概 要

　　 Nakanishi （2000）の ドラ イ バ ー
シ ョ ン の LES を用 い 、

　 境 界 条件 は 上 下 端 を free−slip 、側 面 を 周期 条 件 と し た。

　 計算領域 は 5．Okm × 5．Okm × 1、2km 、格 了
・
閔 隔 △ は

　 10m と した。時 問 間 隔 を O．214 秒、21600 ス テ ッ プ の

　 積 分 を行 っ た。

3　 実験 方法

　　Klassen 　et　aL （1984 ）と同様 の 実験 を 1 、風 向 を変化

　させ て シ ア を与 えた 場合の 実験 を 2 、3 と し て 実施 した。

　
．．
ド記 の 表 に初 期 値 を示 す．

　よ うにな る の に 対 して 、Case　2 と Case　3 の 場 合 は、ピ

ー
ク を過 ぎた あ との 傾 き が ピ

ー
クま で の 傾 き よ り緩 や

　か に な っ て い る。こ れ は、Case2 と 3 は v 成 分 が あ る

　た め に、シ ア に よ る乱 流 の 生成 が u や w 成 分 へ とエ ネ

ル ギーを分 配 して u
’
wf が 維 持 され る、あ るい は 何 らか の

原 因 で シ ア が 維 持 され る可 能性 が 考 え られ る。
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図 2　 シ ア 生 成項が 最大 な っ

　　た 時 の 温 位偏差 の 断 面 図
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　は 上 下 端の 風 向 差で あ る。
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　 　 　 　 　 　 図 1 ．初期 値の ホ ドグ ラ フ

4 ．実験 結果

　　図 2 は 、シ ア 生 成項 が最大 となる ときの 温 位の 鉛直断

　面 図で あ る。KH 波特有 の 渦が 見 られ る。

　　図 3 の 計 算領域全 体 の エ ネ ル ギー
の 変 化 をみ る と、

　Case　1 の 場 合 は、シ ア 生 成 項 の 時 間変化 が 正 規分 布の
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図 3．エ ネル ギーの 変化
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今後 の 課題

速 度 の v 成 分 の シ ア に よ る効 果 を よ りは っ き り と さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 望

せ る た め の 解 析 を行 うこ とで u 成分 の み の シ ア と u，v

成分 の シ ア に よ る KH 波の 違い を調べ る 予 定で あ る。
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